
ＡＳＥＡＮ関連首脳会議の際の日露首脳会談（１１月１４日，於：シンガポール） 

 ＡＳＥＡＮ関連首脳会議の際に，安倍総理とプーチン大統領との間の２３回目となる日露首脳会談を約１時

間半実施（全体会合約４５分，テタテ約４０分）。 

平成３０年１１月 
外務省ロシア課 

２ 平和条約締結問題 

４ 安全保障分野での協力 

３ 日露経済 

５ 国際情勢 

１ 政治日程 
 両首脳は，ブエノスアイレスＧ２０の際に首脳会談を実施し，また年明けに安倍総理が訪露することで一致。 

 北方四島における共同経済活動について，１０月初めに「ビジネス・ミッション」が実施されたことを歓迎し，首

脳間で作業の進捗を確認した上で，双方の法的立場を害さない形でプロジェクトを早期に実施するべく，更
に作業を進めることで一致した。 

 元島民の方々のための人道的措置について，安倍総理から，より一層の信頼醸成に向けて，協力を更に
進展させることを引き続き働きかけた。 

 テタテ会談の結果として，「１９５６年宣言を基礎として平和条約交渉を加速させる。そのことをプーチン大統
領と合意した。」ことが発表された。 

 両首脳は，８項目の「協力プラン」が具体化していることを歓迎。 

 貿易経済日露政府間委員会を１２月１８日に東京で開催することを確認した。 

 １０月初めの河野統合幕僚長の訪露，１１月１０日に行われたアデン湾におけるロシア海軍艦艇との海賊対処

訓練が取り上げられ，両首脳は防衛当局間の信頼醸成を進めることで一致した。 
 安倍総理から，麻薬対策に関する「ドモジェドヴォ・プロジェクト」に言及しつつ，こうした非伝統的脅威への対応

における協力も更に進め，日露間の協力分野を広げていきたい旨述べ，プーチン大統領もこれに同意した。 

 

 北朝鮮情勢について，率直に議論。両首脳は，北朝鮮の非核化の実現に向け，今後も緊密に連携して

いくことを確認した。 

 


